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当科では、ロボット支援肺がん・縦隔腫瘍手術（保険承

認）を2018年3月から開始し、過去６年間に約500名以

上の患者さまにダ・ヴィンチ手術を受けて頂きました。

 当院は肺がんでは大阪府第１番目の保険承認施設であり

2023年までの累計件数は全国８位、西日本５位（公立病

院第１位）、大阪府第１位でした。

ダ・ヴィンチXi サージカルシステムを使用することで

肺がん・縦隔腫瘍の患者さんに、より身体に優しく更に

精密で安全な手術を提供できればと考えています。

ダ・ヴィンチ Xi 運用開始後６年が経過しました
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当科は インテューティブ サージカル社指定 ロボット手術指導施設です



サージャン コンソール：

術者の「操縦席」

横になった患者さんに

 ロボットの鉗子を

挿入します

全身麻酔導入後

胸部横から背中にかけて

計5ヶ所の小さな穴を

あけます

コンソールに座った

術者は

精細な３D画面を

見ながら

ハンドコントロールと

7つのペダルを

自在に操作して

手術を行います

ペイシェントカート：

４本のアームをもつ「ロボット」

ダ・ヴィンチXiによる手術の実際
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